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　介護保険法に基づき、年に一度（今年は９月４日（木）

～10月７日（火）まで）利用者健康診断（血液検査・尿検

査・心電図・胸部レントゲン撮影）を実施しています。

　日頃施設では、月に一度は体重測定と鹿島厚生病院に

よる回診、週に一度は血圧測定・脈拍数測定、入浴時に

は検温、毎日はチェック表による確認（食事量・水分

量・排尿・排便（回数／量））でご利用者の体調変化を

見落とさないようにしています。

　それだけではなく、その日の睡眠状態や表情などを職

員間で申し送り、ご利用者と向き合い細部まで、自分達

の目で確かめるようにしています。

　『日々是好日』な生活を、ご利用者と職員がお互いに

送れるよう多方面から支援して参ります。

利用者健康診断



大運動会

　9 月15 日（月）は

敬老の日でした。万葉

園では、17日（水）に万葉園、

グループホームたんぽぽ、なごみの家

合同で敬老会を開催しました。今年は、

16 名の方が賀寿を迎えられました。催

し物には智喜会の皆様に踊りを披露し

て頂き、感動されるご利用者もおり、

楽しんで頂きました。

排泄委員会排泄委員会排泄委員会

　今年の万葉園・たんぽぽ・なごみの家納涼祭は、８月23日（土）に開催しました。
悪天候が続いており、当日の天候も不安定でした。予報では雨天であったため、室
内開催としました。残念ではありましたが、納涼祭のフィナーレを飾る打ち上げ花
火も中止となりました。

　しかし、納涼祭が始まると、模擬店も賑わい、ヒッ
プホップダンスグループ『ジョリジョリー』様の子
供達の元気のあるダンスで華やかになり、『和謡会』
様の生演奏による民謡披露ではご利用者も一緒に口
ずさみ、『真野承万葉太鼓クラブ』様の威勢のよい太
鼓演奏披露では、会場全体が熱い思いになりました。
　ボランティアの皆様、素敵な催し物をありがとう
ございました。また、ご協力頂きましたご家族の皆様、
万葉園ボランティアの皆様、参加して頂いた地域の
皆様、誠にありがとうございました。
　来年度は晴天を願い、今年度の分まで盛大な打ち
上げ花火を上げたいと思います。

　

　平成 26 年度排泄委員

会は『ご利用者に快適な

スキンライフを提供す

る』という目標を掲げ、

生活の場である居室の環

境整備に取り組んでいま

す。消臭スプレー、グロー

ブが乱雑にならないよう

収納ラックを制作し、壁

に固定することで整理整

頓ができご利用者、来園

されるご家族の目にも、

不快感を与えない工夫を

しました。

納涼祭納涼祭納涼祭

敬老会敬老会敬老会

ち   よし
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今
年
の
４
月
18
日
か
ら
た
ん
ぽ
ぽ
で
働
い
て
い
る
阿
部
真

澄
見
と
申
し
ま
す
。
た
ん
ぽ
ぽ
で
勤
務
す
る
前
は
、
山
形
県

の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
２
年
間
勤
務
し
て
、
地
元
に
戻
っ
て
来

て
す
ぐ
に
お
世
話
に
な
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
介
護
が
主
だ
と

想
像
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
実
際
に
働
い
て
み
る
と
、
ご
利

用
者
の
出
来
る
こ
と
は
ご
利
用
者
に
行
っ
て
い
た
だ
き
、
職
員

は
出
来
な
い
事
へ
の
支
援
と
い
う
全
く
想
像
外
の
仕
事
内
容
で

し
た
。
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
働
く
の
は
初
め
て
で
、
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
と
不
安
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
に
親

切
・
丁
寧
に
ご
指
導
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
ご
利
用
者
や

ご
家
族
、
職
員
の
皆
さ
ん
に

お
世
話
に
な
り
ま
す
。
毎
日

が
勉
強
と
思
い
日
々
精
進
し

て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
指

導
・
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
朝
晩
は
肌
寒
い
で
す

が
、日
中
は
過
ご
し
や
す
い

季
節
に
な
り
ま
し
た
ね
。

　
さ
て
、
９
月
８
日（
月
）

は
「
十
五
夜
」
で
し
た
ね
。

　
な
ご
み
の
家
で
は
、
お

や
つ
に
「
月
見
団
子
作

り
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
材
料
は
、
豆
腐
一
丁
と

白
玉
粉
で
す
。
耳
た
ぶ
く
ら
い
の
硬
さ
に
な
る
ま
で

白
玉
粉
を
入
れ
よ
く
混
ぜ
て
く
だ
さ
い
。
利
用
者
の

皆
さ
ん
は
手
早
く
、
団
子
を
丸
め
て
お
ら
れ
職
員
が

出
る
幕
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
出
来
上
が
っ
た
団
子
は
あ
っ
さ
り
し
て
い
て
、
今

ま
で
に
食
べ
た

こ
と
が
な
い
よ

う
な
不
思
議
な

食
感
で
し
た

が
、
と
て
も
お

い
し
か
っ
た
で

す
よ
。

　
是
非
、
皆
さ

ん
作
っ
て
食
べ

て
み
て
く
だ
さ

い
ね
。

　
夜
空
に
は
、

綺
麗
な
お
月
様

が
輝
い
て
い
ま

し
た
ね
。

　増床工事に着工し５カ月が過ぎました。用地が狭いこと、作
業員の不足により工程は若干遅れ気味になっています。
　工事区間をＡ工区（医務・機械浴・洗濯室）、Ｂ工区（北側２
ユニット）、Ｃ工区（南側２ユニット）の３工区に分け作業を進
めています。資材置き場等の用地が狭いことからＡ・Ｂ工区を
先行して建設を進めており、壁・梁の配鉄、型枠設置、コンクリー
ト打設と進んでいきます。給排水・空調設備及び電気設備も最
終的な細部を打合せする段階となりました。８月末からは、北
海道や仙台といった遠方からの作業員を確保し作業工程の遅れ
を取り戻そうと施工業者の皆さんも努力しています。
　備品関係では、個浴槽・機械浴槽・大型洗濯機を選定し、
10 月にはベッド・マットレスの選定を行います。関係職員の
意見を集約しながら、廉価で使いやすい備品の選定を行ってい
きます。
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　私は、7月 1日～ 4日、29 日～ 8

月 2 日の間、喀痰吸引研修に行って

きました。研修の内容は痰吸引や経

管栄養に関しての講義が主で、後半

の研修は人形をモデルとした実技を

行いました。その上で感じたことは、

痰吸引や経管栄養は医療行為であ

り、命に直結することであるという

ことです。

　また、研修内容とは別に、研修先

で知り合った県内の介護職員の方々

から、それぞれの職場での考え方を

教えていただき、今自分がしている

介護を別の視点から見つめ直すこと

が出来ました。

　9 月 23 日～ 26 日までの 4 日間、

実技試験です。無事合格出来るよう、

頑張ってきます！

介護職員　松永崇弘

研修に参加して研修に参加して研修に参加して
　毎年４月に職員全体会議において、「利用者権利擁護指

針（コンプライアンスルール）」に基づき、サービス提供

におけるご利用者の基本的人権を侵害することのない職

員の行動指針を確認しています。

　「職員におけるサービス提供自己評価」を実施したとこ

ろ、『あなたの言葉遣いや態度は、業務に適していました

か？』に対し、『どちらともいえない』との回答が 28％あ

りました。寄り添い、より親密な関係の構築が馴れ馴れ

しい関係と拡大解釈してしまうことがあるようです。

　４月以降採用された職員もいることから、８月のエリア

会議で指針を再確認しました。よりよいサービスを提供す

るうえで、『コミュニケーションを図ることは大切だが、

呼びかけ方、言葉使いは利用者本位のものでなければなら

ない』介護技能

の中で最も重要

なことを自信を

持って当たり前

に出来ています

と全員が答えら

れるよう、課題

に取り組んでい

きます。

サービス向上委員会の取り組みサービス向上委員会の取り組みサービス向上委員会の取り組み
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社会福祉法人南相馬福祉会

基 本 理 念
『安心・信頼・やすらぎ』
特別養護老人ホーム万葉園　運営方針

楽しみ、悩み
　そして喜びを
　　分かち合い
　　　ます

安心、ゆとりの
ある生活を
広げます

やすらぎのある生活を
大切にします

思いやり
気配り
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